
◆刑事施設では、刑務所出所者等の就労の確保のため、就労支援を実施しているが、出所後の就労の見込みがな
いにもかかわらず、支援を希望しない者もいる。

◆就労支援が周知されてから受刑者が就労支援を受けるまでのボトルネックを整理した上で、就労支援を受けることを
希望するように促す取組を検討（図１）し、ランダム化比較試験(RCT)により５施設で試行し、その効果を把握・
分析（図２）。
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（※）今回選定した５施設において、就労支援を要しないと考えられる者も含めて、チラシ１種類を配布した結果
であることに留意が必要。

◆就労支援を受けることを促す効果があったかどうか
はわからなかったが、就労支援制度に関する知識・
理解の向上には一定の影響が生じていることがわ
かった。

◆本研究を通じて、知識・理解の向上に至った受刑
者に対する追加的な対策や、就労の見通しの甘
い者への追加的アプローチの検討の必要性など
様々な示唆を得た。

内容

ボトルネックの解消を目指して介入
（チラシの配布）を実施

図２

約3.0ポイントの介入効
果が生じていた（※）が、
統計的に有意ではない。

約5.0ポイント
を超える、
統計的に
5％水準で
有意な差あり。

図１

結果・示唆


